
分割表の 2属性の独立性検定 
 

分割表（クロス集計表）の２つの属性が独立であるかを検定する。 

２つの属性を持つＮ個の標本を考え、 

・ 属性ＡはＲ個のカテゴリ Ａ１．．．ＡＲ  に分類される。 

・ 属性ＢはＣ個のカテゴリ Ｂ１．．．ＢＣ  に分類される。 

とする。 

 

カテゴリ Ａi 、Ｂj の観測度数を ｆij  として、以下のクロス集計表を 

作成する。 

 

  B1 B2 ・・・ BC 計 

A1 ｆ1,1 f1,2 ・・・ f1,C a1 

A2 ｆ2,1 f2,2 ・・・ f2,C a2 

・ ・・・・・・・・・・・・ ・ 

AR ｆR,1 fR,2  ・・・ fR,C aR 

計 b1 b2 ・・・ bC N 
 

 

上記の分割表（クロス集計表）が、属性Ａ、Ｂについて独立であるとは， 

Ai かつ Bj の確率 P(Ai かつ Bj) について 

 

P(Ai かつ Bj) ＝ P(Ai) × P(Bj) 
 P(Ai) ＝ ａi / Ｎ 

P(Bj) ＝ ｂj / Ｎ 
 

が成り立つことなので、属性 Ai 、Bj の期待度数Ｅij は以下となる。 

 

  Ｅij  ＝ P(Ai)×P(Bj) ×Ｎ ＝ ａi ×ｂj / Ｎ 
 

２つの属性が独立に近ければ、ｆij は Ｅij に近く、(ｆ
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  は小さいはず。 

従って、(ｆ
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の合計が 小さければ独立に近い。 

一般に統計量 𝜒2 =  ∑ ∑   
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𝐶
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𝑅
𝑖=1  は自由度（R-1) ×(C-1) の 

𝜒2 分布に従う。 

つまり 𝜒2
値が小さければ独立に近く、大きければ独立ではなくなる。 

これを利用して、独立性の検定が行われる。上記の 𝜒2
値を計算し、 

帰無仮説 ： ２属性は独立である（𝜒2
値の有意確率ｐ値が有意水準以上） 

対立仮説 ： ２属性は独立でない（𝜒2
値の有意確率ｐ値が有意水準以下） 

を検討する。 


